
山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
号
様
式
中
「
若
し
く
は
住
民
票
」
を
「
又
は
住
民
票
」
に
、
「
事
項
」
を
「
事
項
（
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
２
６
年
政
令
第
３
１
９
号
）
第
１
９
条
の
３
に
規
定
す
る
中
長
期

在
留
者
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関

す
る
特
例
法
（
平
成
３
年
法
律
第
７
１
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳

法
第
３
０
条
の
４
５
に
規
定
す
る
国
籍
等
に
、「
又
は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
」
を
「（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
１
９
条
の
３
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証

す
る
書
類
の
写
し
）」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中
「
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
も
し
く
は
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
ま
た
は
外
国
人
登
録

済
証
明
書
」
を
「
申
請
の
原
因
た
る
事
実
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
二

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
様
式
中
「
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
外
国
人
に
あ
っ
て
は
外
国
人
登
録
証

明
書
の
写
し
と
す
る
」
を
「（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
４
２
年
法
律
第
８

１
号
）
第
３
０
条
の
４
５
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
」
に
改

め
る
。

（
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
外
国
人
登
録
証
明
書
」
を
削
り
、
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の

下
に
「
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三

に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永

住
者
証
明
書
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

開
示
請
求
書
を
実
施
機
関
に
送
付
し
て
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、開
示
請
求
を
す
る
者
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
実
施
機
関
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

一
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
を
複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
三
十
二
号

山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
の
三
中

を
」
●

「
６
　
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
社
員
の
う
ち
１
０
人
以
上
の
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所
又
は
居
所
を
記
載
し
た
書
面
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
三
号

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
二
号
　
　
平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
四
年

七
月
六
日

号
外
第
四
十
二
号

金　曜　日
「
６
　
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
社
員
の
う
ち
１
０
人
以
上
の
者
の
氏
名

７
　
定
款
の
変
更
に
係
る
登
記
に
関
す
る
書
類
の
写
し
●
●
●
●
●
●
●
●

（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所
又
は
居
所
を
記
載
し
た
書
面

「
６
　
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
社
員
の
う
ち
１
０
人
以
上
の
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所
又
は
居
所
を
記
載
し
た
書
面
」

「
若
し
く
は
住
民
票
」
「
又
は
住
民
票
」

「
事
項
」

「
事
項
（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
２
６
年
政
令
第
３
１
９
号
）
第
１
９
条
の
３
に
規
定
す
る
中
長
期
在

留
者
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す

る
特
例
法
（
平
成
３
年
法
律
第
７
１
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

第
３
０
条
の
４
５
に
規
定
す
る
国
籍
等
）」

「
又
は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
」

「（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
１
９
条
の
３
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証

す
る
書
類
の
写
し
）」
「
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
も
し
く
は
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
ま
た
は
外
国
人
登
録

済
証
明
書
」
「
申
請
の
原
因
た
る
事
実
を
証
す
る
書
類
」

「
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
外
国
人
に
あ
っ
て
は
外
国
人
登
録
証

明
書
の
写
し
と
す
る
」

「（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
４
２
年
法
律
第
８

１
号
）
第
３
０
条
の
４
５
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
」



二

そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
そ
の
者
が
前
号
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
本
人
で
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
実
施
機
関
が
適
当
と
認
め
る
書
類
で
あ
っ
て
、
開
示
請
求
を
す
る

日
前
三
十
日
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
製
菓
衛
生
師

法
施
行
細
則
第
七
号
様
式
に
よ
る
製
菓
衛
生
師
免
許
申
請
書
及
び
第
八
号
様
式
に
よ
る
製
菓
衛
生
師

名
簿
訂
正
申
請
書
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
第
七
号
様
式

に
よ
る
製
菓
衛
生
師
免
許
申
請
書
及
び
第
八
号
様
式
に
よ
る
製
菓
衛
生
師
名
簿
訂
正
申
請
書
と
み
な

す
。

（
山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第
二
号
様
式
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申
請

書
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第

二
号
様
式
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申
請
書
と
み
な
す
。

（
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
附
則
第
七
項
に
お
い

て
「
改
正
後
規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
在
留
者
（
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留

者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
が
所
持
す
る
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と

の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。）

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
。
以
下

「
旧
外
国
人
登
録
法
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
（
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
六

項
ま
で
に
お
い
て
「
登
録
証
明
書
」
と
い
う
。）
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三

に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
し
、
特
別
永
住
者
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国

籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
特
例
法
」
と
い
う
。）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
を
い
う
。
附
則
第
六
項
に
お
い
て
同

じ
。）
が
所
持
す
る
登
録
証
明
書
は
特
例
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み

な
す
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
有
効
期
間

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
中
長
期
在
留
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
が
経
過
す
る
ま

で
の
期
間
と
す
る
。

一

永
住
者
　
改
正
法
の
施
行
の
日
（
以
下
「
法
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経

過
す
る
日
（
法
施
行
日
に
十
六
歳
に
満
た
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
法
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
経
過
す
る
日
又
は
十
六
歳
の
誕
生
日
（
当
該
外
国
人
の
誕
生
日
が
二
月
二
十
九
日
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
外
国
人
の
う
る
う
年
以
外
の
年
に
お
け
る
誕
生
日
は
二
月
二
十
八
日
で
あ
る
も
の
と
み

な
す
。
以
下
同
じ
。）
の
い
ず
れ
か
早
い
日
）

二

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
五
の
表
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
決
定
さ
れ
、
同
表

の
下
欄
（
ニ
に
係
る
部
分
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
活
動
を
指
定
さ
れ
た
者
　
在
留
期
間
の
満
了
の

日
又
は
前
号
に
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

在
留
期
間
の
満
了
の
日
（
法
施
行
日
に
十
六
歳
に
満
た
な
い

者
に
あ
っ
て
は
、
在
留
期
間
の
満
了
の
日
又
は
十
六
歳
の
誕
生
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
）

６

附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

そ
の
有
効
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
永
住
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
が

経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

一

法
施
行
日
に
十
六
歳
に
満
た
な
い
者
　
十
六
歳
の
誕
生
日

二

法
施
行
日
に
十
六
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

登
録
を
受
け
た
日
（
旧
外
国
人
登
録
法
第
六
条
第
三
項
、
第
六
条
の
二
第
四
項
若
し
く
は
第
七
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
又
は
旧
外
国
人
登
録
法
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
申
請
に
基
づ
く
確
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
後
に
確
認
を
受
け
た
日
。
次
号
に
お
い
て

「
登
録
等
を
受
け
た
日
」
と
い
う
。）
後
の
七
回
目
の
誕
生
日
が
法
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
に
到
来
す
る
も
の
　
法
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日

三

法
施
行
日
に
十
六
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
登
録
等
を
受
け
た
日
後
の
七
回
目
の
誕
生
日
が
法

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
後
に
到
来
す
る
も
の
　
当
該
誕
生
日

７

改
正
後
規
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
外
国
人
登
録
法
に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し
は
、

そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
規
則
第
六
条

第
三
項
第
二
号
の
書
類
と
み
な
す
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長

井
　
　
上
　
　
利
　
　
男

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
二
号
　
　
平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

二



山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
二
号
ホ
を
削
り
、
同
号
ヘ
中
「（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）」
の
次
に
「
及

び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法

（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）」
を
加
え
、
同
号
中
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長

井
　
　
上
　
　
利
　
　
男

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
　
住
民
票
の
写
し
（
三
か
月
以
内
に
交
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
届
け
出
」
を
「
届
出
」
に
、「
、
別
記
様
式
第
二
十
八
」
を
「
別
記
様
式

第
二
十
八
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
届
け
出
」
を
「
届
出
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「（
外
国

人
で
あ
る
場
合
に
は
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
登
録
証
明
書
の
写
し
）」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
二
号
　
　
平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

三



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
二
号
　
　
平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

四


